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はじめに
　透析患者の増加に伴い，これらの患者の胆嚢病変
を診断する機会が増えている．胆石症については浅
田ら1），青木ら3）の報告により明らかにされつつある
が，胆嚢ポリープについては不明の点も多い．そこ
で当院での胆嚢超音波検査の成績を報告したい．
対象・方法
　敬友クリニック高輪で1994年11月から1995年
8月までに慢性血液透析をうけている症例数は男性
39例，女性17例の計56例である．この中に胆嚢摘
出をした件数が男性3例，女性2例でこれを除く男
性36例，女性15例の計51例を対象とした．年齢19
歳一83歳（平均年齢53．3歳），透析期間は2カ月一20
年（平均期間6年）である．原疾患は慢性糸球体腎
炎28例，糖尿病性腎症14例，嚢胞腎5例，腎硬化
症2例，その他2例である．
　検査は食前で，できるだけ安定した透析治療中に
施行し，胆嚢の描出が不十分であったり（2例），若
年女性で透析中の脱衣が不都合である場合（2例）に
は透析前または透析後に別個に施行した．
　診断装置は横河RT－fino，探触子は3．5MHzであ
る．
　胆嚢ポリープについては単発，多発，個数，大き
さを検討した．特に大きさは最大径2mm以下（図1）
と3mm以上（図2）で分類した．
　また検査時点での血清コレステロール値，中性脂
肪も検討した．有意差検定にはκ2検定を用いた．
結 果
　表1に胆嚢病変の全体像を示す．胆嚢ポリープは
23例（45．1％）に見られ，男性では18例，実に
50．0％で認められた．大きさでは3mm以上が12例
（23．5％），2mm以下が11例（21．6％）でほぼ同数
であった．
　表2に患者数と胆嚢ポリープ，胆石の年齢分布を
示すが，母数が少ないため有意差はでないが，ほぼ
年齢分布に沿っていた．
　表3に胆嚢ポリープの形態及び個数を示すが，土
屋分類2）のII型が3例でその他はすべて1型であっ
た．単発12例，多発11例であった．
　表4に示すように血清コレステロール値は胆嚢ポ
リープ群143．7mg／d1，胆石群187．8mg／d1，非病
変群155．Omg／dlであった．中性脂肪は胆嚢ポリー
プ群177．8mg／dl，胆石群171．8mg／dl，非病変群
137．9　mg／dlでいずれも有意差がなかった．
考 察
1）腹部超音波検査の施行方法について
1995年11月8日受付，1996年1月23日受理
キーワード；血液透析，腹部超音波検査，胆嚢ポリープ．
（別刷請求先：〒108港区高輪2－14－18グレイス高輪1101　山崎忠男Tel　O3（3442）5161　Fax　O3（5420）2486）
（1）
一　176　一 東京医科大学雑誌 第54巻第2号
Fig．1右肋間操作で胆嚢内にポリープを認める（矢印の部分）．
Fig．2やはり右肋間操作である．最大径8mmのポリープを数個認める．
　透析療法の進歩と普及により，腎不全患者の長期
生存例が増加し腎不全以外の疾患の発見も重要にな
っている．その点で超音波検査は癌（腎癌や胆嚢癌
など）の早期発見が可能であり，患者への負担も少
なく有用である．また透析中は患者が安定していれ
ば比較的に時間的余裕があり，長くても20－30分の
検査は負担にはならない．一方，北村17）が言うよう
に現在の腹部超音波検：査は明るい部屋で十分であ
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表1腹部エコーで発見された胆嚢病変
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表2　胆嚢病変の年齢分布（人）
年　齢 ～20 21～30　　31～401～5051～6061～7071～
患者対象数
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表3胆嚢ポリープの形態（土屋分類）及び個数 表4胆嚢病変と血中脂質値（平均値）単位mg／dl
形　態 1 II III IV
単　発 11 1 0 0
多発（個数）
～2 1
3～4 4 2
5～7 2
8～10 1
11～
大きさ（最大径）
～2mm ll
3～5mm 8 3
6～9mm 1
10mm～ 0
る．ここで問題となるのは施行時の超音波装置の設
置場所であるが，移動が可能で透析装置の幅があれ
ば搬入可能である．また体位は仰臥位と一方の側臥
位が可能（透析側の反対側）であり大部分はこれで
不自由はない．女性の場合などで他人の目が気にな
る時は，機械やタオルによってカバーしたり別個に
施行した．
　2）血液透析患者の超音波所見の報告例について
　透析患者の超音波所見については，腎癌の合併率
が高いこと1）が知られており，そのスクリーニング
が必要とされている．また三浦ら14＞によれば，血液
透析患者の甲状腺の有病率は53．1％で健常者と比
べて有意に高率であった．このことは透析患者の癌
胆嚢ポリープ 胆石 非病変
血清コレステロール
?性脂肪
143．7
P77．8
187．8
P7！．8
155．0
P37．9
を含めた腎及びそれ以外の臓器の検索の重要性が示
唆され，我々は胆嚢病変に注目した．
　3）血液透析患者における胆嚢病変の報告例につ
　　いて
　透析患者と胆嚢所見についてはいろいろな報告が
ある．透析患者の胆石保有率は今回の検討では
11．8％となり，これは浅田ら1）11．7％，河合ら6）
9．5％，山口ら15）13．2％の報告とほぼ同一であった．
一方透析患者の胆嚢ポリープ保有率については青木
ら3）3．9％（76例中3例），河合ら6）2。0％（337例中
7例）とされている．1995年の山口ら15）の報告では
13．2％（159週中21例）と増加傾向にあった．一般
に胆嚢ポリープの発見率は検診やドックで報告さ
れ，三原ら9）は7．6％，岸ら10）は4．2％，福嶋ら12）は
3．3％としている．胆嚢隆起性病変としては検診の腹
部超音波検査では8．0％13），切除材料では9．5％16）
との報告がある．これらの数値の違いは超音波診断
装置の違いや対象集団の違い，受診者の年齢・性別
構成の違い4）と考えられている．また胆嚢ポリープ
発生の背景因子として食生活の欧米化など日常生活
の変化の関与4），脂質代謝異常や年齢など8）も考えら
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れている．
　4）胆嚢ポリープがなぜ多いか？
　今回の検討では胆嚢ポリープ23例，45．1％で特に
男性では18例，50．0％に認められ，前記の報告に比
べ有意に高率で一致していない．このことは超音波
装置の進歩や，また血清コレステロール・中性脂肪
に有意差はなかったが近年の食生活や都会生活の違
いを考えにいれると矛盾しない．また小ポリープが
多いことは，胆嚢上皮が水分の吸収，排泄に関与し5）
透析患者ではその影響で表面の凸凹が形成される可
能性もあるものと考えられる．
　5）胆嚢ポリープの形態と大きさについて
　胆嚢ポリープの種類に関して，手術例や剖検例が
なく詳細は不明だが，腹部超音波上全て10mm以下
であり土屋分類1型のものはコレステロールポリー
プと考えられる．大部分がコレステロールポリープ
であるとする三原ら4）の研究結果と一致し，水谷
ら7），稲掛ら11）が言うように10㎜以下で土屋分類
1型は手術適応はないと言われる．しかし今回土屋分
類II型の3例や胆石合併例が2例あり，文献では早
期胆嚢癌の中には10mm以下のものも認めら
れ11），II型の中には腺腫など含まれるとされており，
また胆石合併は手術適応という施設7）もあり，今後
のフォロー・アップが重要と考えられる．
　全体として胆嚢に所見を認めたものは51例中28
例54．9％であり，一方胆嚢摘出例の中の5例の中に
4例は胆石胆嚢炎と判明しており，これを含めると
56畠中3例57．1％に何らかの所見があった事にな
り今後の問題点となろう．
結 論
　1．血液透析患者の胆嚢ポリープ保有数は51例中
23例，45．1％に認め，特に男性で36例中18例，
50．0％に認め高率であった．
　2．胆嚢ポリープの大きさは3mm以上が12例
23．5％，2mm以下11例21。6％とほぼ同数であっ
た．形態では土屋分類で1型20例，II型3例であり，
ほとんどがコレステロールポリープと考えられた．
個数では単発12例，多発11例であった．
　3．腹部超音波検査は安定した血液透析中に施行
しており特に問題もなかった．
　4．最近，血液透析患者で胆嚢ポリープが多く発見
さえる原因として超音波装置の進歩，食生活の変化
などがあげられる．
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